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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期
第１四半期
連結累計期間

第43期
第１四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 4,611 5,739 19,395

経常利益 (百万円) 1,016 1,106 2,824

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 941 782 1,725

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,225 838 2,440

純資産額 (百万円) 20,771 22,319 21,716

総資産額 (百万円) 123,378 121,253 127,947

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.92 34.83 76.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 16.6 18.3 16.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

４．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「役員株式給付

信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式

会社(信託Ｅ口)が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策などによる企業収益の拡大や雇用環境の改善

などにより緩やかな回復基調にあったものの、新興国経済の減速や英国の国民投票によるＥＵからの離脱決定によ

る影響への懸念などから、景気の先行きは不透明な状況となってまいりました。

当リース業界におきましては、平成28年４月～６月累計のリース取扱高（公益社団法人リース事業協会統計）

は、前年同期比3.0％増となっております。

このような中、当社グループでは良質資産の積み上げによる安定収益基盤の構築を目指し、積極的な営業活動を

展開してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、リース・割賦事業、融資事業及び不動産事業が増収

となり、売上高は5,739百万円（前年同期比24.5％増）、営業利益は1,144百万円（前年同期比10.8％増）、経常利

益は1,106百万円（前年同期比8.9％増）となりましたが、熊本地震の災害による損失の計上や税金費用の増加など

により、親会社株主に帰属する四半期純利益は782百万円（前年同期比16.8％減）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 
①リース・割賦

前年同期に比べて営業資産が増加したことにより、売上高は3,446百万円（前年同期比21.5％増）となり、セグ

メント利益（営業利益）は355百万円（前年同期比11.2％増）となりました。なお、営業資産残高は58,504百万円

（前期末比0.4％増）となりました。

 

②融資

貸付実行高の増加や融資手数料収入の増加により、売上高は296百万円（前年同期比23.3％増）となりました

が、貸倒引当金の戻入が減少したことなどにより、セグメント利益（営業利益）は220百万円(前年同期比1.8％

減)となりました。なお、営業資産残高は20,233百万円（前期末比2.4％増）となりました。

 

③不動産

不動産売却収入の増加により、売上高は1,814百万円（前年同期比39.5％増）となり、セグメント利益（営業利

益）は601百万円（前年同期比25.8％増）となりました。なお、営業資産残高は賃貸不動産１物件の譲渡などもあ

り26,577百万円（前期末比19.5％減）となりました。

 

④フィービジネス

保険代理店収入や自動車リースの紹介手数料収入は堅調に推移いたしましたが、アドバイザリー手数料収入が

減少したことにより、売上高は116百万円（前年同期比11.2％減）となり、セグメント利益（営業利益）は57百万

円（前年同期比7.5％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は121,253百万円（前期末比5.2％減）と前連結会計年度末に比べ6,695百

万円の減少となりました。これは主に賃貸不動産の減少6,451百万円などであります。

負債合計は98,934百万円（前期末比6.9％減）と前連結会計年度末に比べ7,296百万円の減少となりました。これ

は主に借入金の減少6,370百万円、社債の減少368百万円、仕入債務の減少209百万円などであります。

純資産合計は22,319百万円（前期末比2.8％増）と前連結会計年度末に比べ602百万円増加いたしました。これは

主に利益剰余金の増加546百万円、その他有価証券評価差額金の増加55百万円などであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,000,000

計 68,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,952,374 25,952,374 福岡証券取引所
単元株式数は100株でありま
す。

計 25,952,374 25,952,374 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年６月30日 ― 25,952,374 ― 2,933 ― 819
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成28年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,190,200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,759,600 237,596 ―

単元未満株式 普通株式     2,574 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 25,952,374 ― ―

総株主の議決権 ― 237,596 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式14株が含まれております。

２ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-

ESOP)」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する株式1,291,900株(議決

権の数12,919個)が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
九州リースサービス

福岡市博多区博多駅前
４丁目３番18号

2,190,200 ─ 2,190,200 8.44

計 ― 2,190,200 ─ 2,190,200 8.44
 

(注) 「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」の信託財産として資産管理サービス信託銀行

株式会社(信託Ｅ口)が所有する株式1,291,900株については、上記の自己株式等に含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社九州リースサービス(E04821)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,127 7,776

  割賦債権 11,738 12,072

  リース債権及びリース投資資産 38,101 38,113

  営業貸付金 19,763 20,183

  賃貸料等未収入金 255 131

  有価証券 100 100

  販売用不動産 1,175 464

  その他 693 863

  貸倒引当金 △657 △618

  流動資産合計 79,297 79,087

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸資産   

    賃貸不動産（純額） 33,028 26,577

    その他（純額） 8,449 8,317

    賃貸資産合計 41,477 34,895

   社用資産 1,486 1,451

   有形固定資産合計 42,963 36,347

  無形固定資産 205 268

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,557 4,680

   その他 ※２  934 ※２  881

   貸倒引当金 △11 △11

   投資その他の資産合計 5,480 5,550

  固定資産合計 48,649 42,165

 資産合計 127,947 121,253
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,400 1,190

  短期借入金 34,301 29,845

  1年内償還予定の社債 976 976

  未払法人税等 285 279

  引当金 119 59

  その他 3,713 3,399

  流動負債合計 40,796 35,751

 固定負債   

  社債 3,222 2,854

  長期借入金 52,260 50,346

  引当金 14 14

  退職給付に係る負債 399 394

  資産除去債務 167 172

  その他 9,370 9,400

  固定負債合計 65,434 63,182

 負債合計 106,230 98,934

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,933 2,933

  資本剰余金 835 835

  利益剰余金 16,989 17,535

  自己株式 △1,075 △1,074

  株主資本合計 19,683 20,229

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,024 2,080

  繰延ヘッジ損益 △17 △17

  その他の包括利益累計額合計 2,006 2,063

 非支配株主持分 27 26

 純資産合計 21,716 22,319

負債純資産合計 127,947 121,253
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 4,611 5,739

売上原価 3,123 4,137

売上総利益 1,488 1,601

販売費及び一般管理費 455 456

営業利益 1,032 1,144

営業外収益   

 受取配当金 16 19

 その他 5 10

 営業外収益合計 21 29

営業外費用   

 支払利息 37 30

 為替差損 ― 36

 その他 0 1

 営業外費用合計 38 67

経常利益 1,016 1,106

特別利益   

 賃貸不動産売却益 119 75

 特別利益合計 119 75

特別損失   

 災害による損失 ― 63

 特別損失合計 ― 63

税金等調整前四半期純利益 1,135 1,119

法人税、住民税及び事業税 17 260

法人税等調整額 165 76

法人税等合計 182 336

四半期純利益 953 782

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 941 782
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 【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 953 782

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 273 55

 繰延ヘッジ損益 △0 0

 その他の包括利益合計 272 56

四半期包括利益 1,225 838

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,213 839

 非支配株主に係る四半期包括利益 11 △0
 

 

EDINET提出書類

株式会社九州リースサービス(E04821)

四半期報告書

11/18



【注記事項】

(追加情報)

　（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役及び監査役(社外取締役及び社外監査役を除く)に対する業績連動型株式報酬制度「役員株式給

付信託(BBT)」及び一定の要件を満たした従業員に当社株式を給付するインセンティブプラン「従業員株式給付信

託(J-ESOP)」を導入しております(以下、合わせて「本信託」という。)。

本信託が所有する当社株式は、四半期連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しており、当

該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において382百万円、1,291,900株、当第１四半期連結会

計期間末において381百万円、1,288,100株であります。

 
　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 
 
(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 偶発債務

 次のとおり金融機関からの借入金に対し保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

㈲美山 218百万円 212百万円
 

 

※２ 投資その他の資産の金額から直接減額している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

その他 1,806百万円 1,808百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 305百万円 271百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月27日
取締役会

普通株式 177 7.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金８百万円が含まれておりま

す。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月25日
取締役会

普通株式 237 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、「役員株式給付信託(BBT)」及び「従業員株式給付信託(J-ESOP)」制度の信託財産として、

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式に対する配当金12百万円が含まれておりま

す。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

融資 不動産
フィー
ビジネス

計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

2,835 240 1,300 130 4,507 103 4,611 ― 4,611

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,835 240 1,300 130 4,507 103 4,611 ― 4,611

セグメント利益 319 224 478 62 1,084 27 1,111 △78 1,032
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電事業、物品販売等を含んで

おります。

２ セグメント利益調整額△78百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

リース・
割賦

融資 不動産
フィー
ビジネス

計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

3,446 296 1,814 116 5,673 65 5,739 ― 5,739

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 3,446 296 1,814 116 5,673 65 5,739 ― 5,739

セグメント利益 355 220 601 57 1,234 9 1,244 △99 1,144
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、売電事業、物品販売等を含んで

おります。

２ セグメント利益調整額△99百万円は、全社費用であり報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 41円92銭 34円83銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 941 782

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

941 782

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,445,160 22,473,057
 

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

　　２ 株主資本において自己株式として計上されている信託が所有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　　１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計

期間において1,197,000株、当第１四半期連結累計期間において1,289,102株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社九州リースサービス(E04821)

四半期報告書

15/18



２ 【その他】

（剰余金の配当）

平成28年５月25日開催の取締役会において、平成28年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　 237百万円

②　１株当たりの金額      　                      10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成28年６月30日

　

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

EDINET提出書類

株式会社九州リースサービス(E04821)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成28年８月５日

株式会社九州リースサービス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   竹　之　内　　髙　司   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   室   井   秀   夫   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社九州

リースサービスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月

１日から平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社九州リースサービス及び連結子会社の平成28年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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